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序文
　精巧なポリフォニーの技法によって組立てられ，言葉のひとつひとつに繊
細な音の響きをそわせ，幾重にもかさねた音のひびきの中に人の心のこまや
かなひだを畳み込んで行くイタリアのマドリガーレ，それはまさに，ルネッ
サンスの洗礼を受けた貴人達にふさわしい音楽である。
　マレンツイオ（LucaMarenzio1553－1599）モンテヴェルディ（ClaudioI
Monteverdi1567－1643）ジェズァルド（Don　Carlo　Gesualdo1560－1613）の
三人は，イタリア・マドリガーレの歴史の最後を飾る作曲家である。ただ，
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偉大なモンテヴェルディや，世にも美しい自鳥とたたえられたマレンツィオ
と並べてジェズァルドの名前を記すことに，いささかのためらいを覚える人
も少なくないであろう。ジェズアルドが音楽を職業としていなかったこと，
名門の出で，悲劇的なスキャンダルのために世の注目を集めたことなどから，
ある時は過大に，ある時は過少に評価されながら，歴史の流れの中に浮き沈
みをくり返して来たためである。彼の作品の不思議な響きは，独特の半音階
的和声進行によってひきおこされるのであるが，それはヴァーグナーの後期
の作品を想起させると言われ，シェー一ンベルクやストラヴインスキーが彼の
作品を高く評価したことから，今世紀に入って，また注目されることになっ
た・そして，シェーンベルクやストラヴィンスキーの音楽が短かい眼りから
覚めて私達のまわりで鳴り響いている今日，ジェズアルドのマドリガーレも
また，新鮮に蘇って来たように思われる。
　ジェズァルドが生きた時代には，ルネッサンスの栄光も消え失せ，イタリ
アは，歴史の中での華やかな主役の座を失っていた。ルネッサンスからバロ
ックヘ，頽廃と混乱の中で芸術様式の転換を求めている時代であった。世紀
末的な状況は現代の世相と多くの共通点を持っているように思う。ジェズァ
ルドの音楽に新鮮な魅力を感じるのもそのためかもしれない。今回は，彼の
代表作であるマドリガーレ第五巻を中心に，世紀末的な環境に生きた一人の
芸術家の姿をとらえてみたいと思う。
ジェズアルドの生涯
　ジェズアルドの作品の持つ特異な性格は，彼の悲劇的な生涯と深くかかわ
り合っているといわれている11）
　ドン・カルロ・ジェズァルドは，1560年ナポリ近郊に生れた。ナポリ王国
でも有数の名家の出身で，父ファブリツィオは，ジェズァルド・ヴェノーザ
その他の領地を治める公爵であった。しかも，ルネッサンスの洗礼を受けた
教養ゆたかな貴族で，城内にアカデミアを設け，学者や芸術家を優遇した。
父公爵は音楽に造詣が深かったので，当時ナポリを中心に活躍していた音楽
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家達がアカデミアに名を列ねること・なった。若いジェズアルドは，ポンポ
ニオ・ネンナ（PomponioNenna1550－1618），　ジャン・ド・マック（Jean
de　Macque1550－1614）等にかこまれて，音楽に熱中する日々を過した。
リュートの名手で，リュートをかなでながら美声で歌い，ナポリの社交界で
人気を集めたと言われる。作曲をも学び，すぐれた才能を示した。しかし，
このような気楽な生活は突如終りを告げることとなった。長兄ルイジの急死
によって，彼は公国の継承者となる。政務にたずさわり，政略結婚をも余儀
なくされた。結婚の相手はマリア・ダヴアロスで，彼とはいとこ同士になる
ナポリでも評判の美女であったが，20才ですでに二度の結婚を経験していた。
彼女は，やがて，夫と親しい貴族でアカデミアのメンバーでもあったドン・
ファブリツィオ・カラファ公爵と恋に落ち，夫の激しい怒りを買って，恋人
と共に殺されてしまった。1590年のことである。陰謀うずまく貴族社会によ
くある事件とは云え，ナポリの人々を驚かすのに充分のスキャンダルであッ
た。後に小説の題材にもなっている。恋多き女性であったマリアと恋人との
間に，パオロとフランチェスカのような愛の物語りがあったとは思えないが
世間の同情は殺された二人に集まった。ジェズアルドが自ら手を下さず，家
来に殺させたこと，罪の結晶ということで子供まで殺してしまったことなど
の理由によると言われている。彼は，その後二年間，自らの城にこもって謹
慎の意を表した。事件の記憶がようやく薄れた頃，彼はナポリを後にフェラ
ーラヘむかッた。叔父アルフォンソ枢機郷のとりなしで，フェラーラの領主
エステ家のエレオノーラ・デステと婚約したのである。1594年にフェラーラ
で結婚式を挙げた後，二年間彼はその地にとどまり，幸福な一時期を過した。
フェラーラは，ルネッサンス時代からすぐれた音楽家を多数むかえて，音楽
史上に重要な役割を果した都市である。当時宮廷楽長であったルッツアスキ
（Luzzasca　Luzzaschi1545－1607）と親交を結び，フェラーラのすぐれた
音楽環境に刺激を受けて，ジェズアルドの作風は大きく変化したと言われて
いる9）1596年の年末に彼はエレオノーラとともにナポリヘ帰るが，その後数
年を経て，エステ家に後継者がないために，フェラーラは法王領となってし
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まった。ジェズアルドは，この都市の栄光が消え去る直前に居合せたことに
なる。ナポリヘ帰った後のジェズアルドは，高位の貴族として人々の尊敬を
集め，音楽家としても高い評価を得ながらも，次第に自虐的な性向を強めて
不幸な人生を送ったという。1613年その地で世を去った。彼は7巻のマドリ
ガーレ集のほかに宗教曲を残したが，オペラには関心を示さなかった伊）
ジェズアルドのマドリガーレ第五巻
　ジエズアルドは145曲のマドリガーレを残した。それ等は7巻の曲集にま
とめられ，第一巻から第六巻までは作曲家の在世中に出版され，いずれも作
曲者自身に棒げられている。それ等の曲集は総譜の形で1613年作曲者の亡く
なった年に出版された。総譜の形で今日まで残されている曲集としては最も
古いものと言われている璽さらに，1626年第七巻が出版されセいる。彼の恵
まれた立場を考慮に入れてもなお，彼の作品が当時たかく評価されていたこ
とがうかがわれるのである。
　ジェズアルドの作品については，内外のすぐれた音楽学者の手で研究が行
われてきたが，彼等の指摘している作品の特色は次の通りである曾）
1）半音階的和声進行の多用により，独特の音の世界を創り出していること。
2）モティーフの動きが複雑で半音階的であること。
3）和声的な進行によるゆるやな部分と，多声的技法による速い部分との対
比を強調していること。
4）詩に対して無関心であるため，詩句を無造作に区切り，一部を執拗なま
でにくり返すこと。有名詩人の作品を歌詞をしてあまり取り上げないこと。
5〉細部の洗練された美しさにこだわり，全体の形式的安定感に欠けている
こと。
6）モノディに対してもオペラに関しても無関心であったこと。
そして，以上のすべての特徴が示しているように，彼は典型的なマニエリス
ムの芸術家であったということである。
　金澤正剛氏が書いておられるように！7）ポントルモやロッソ・フィオレンテ
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イーノの絵からジェズアルドの作品を思い浮べる人は少なくないであろう。
典型的なマニエリストとしてのジェズアルドの姿を求めて，彼の音楽の集大
成といわれる，マドリ1ガーレ集第五巻をとりあげてみたいと思う。
　マドリガーレ集第五巻と第六巻は1611年に出版された。フェラーラ滞在の
後に書かれた曲を集めたもので，彼独自の様式を確立した重要な作品である。
第五巻には21曲のマドリガーレが納められているが，第十三曲を除いて，愛
の苦しみ，死への願望が，屈折した内容の歌詞をもとに歌われている。なか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも，第三曲ltene，o　miei　sospiri、（私のため息よ，急ぎ飛んで行け），
第四曲のDolcissima　mia　vita（この上なく優しい私の命である人よ），第
十五曲Tu　m’uccidi，o　crddele（お前は私を殺す）1の三曲は，歌詞も邦訳
され，混声合唱曲として親しまれている。
第三曲1tene，o　miei　sosipriは，ジェズアルドがフェラーラに滞在した当
時の宮廷楽長でオルガニストであったルツツアスキのItene　mie　querele
precipitate’l　volo（私の嘆きよ急ぎ飛んで行け）に想を得たのではないか
と言われている（2）たしかに，二つのマドリガーレはよく似ているが，ジェズ
ズアルドの曲の方が，半音階的多声進行の大胆さとモティーフの複雑な動き
どで密度の高い作品となっている。アインシュタインは，詩旬の一部を洗練
された形でくり返すところに両者の共通点をみとめているが，その他の点で
は両者の嗜好の違いを示しているとも言えよう。Itene，o　miei　sospiri（私
のため息よ）のゆるやかな半音階的和声進行から一転して，preciqitato’1
volo　（急ぎ飛んで行け）の対位法による軽快な動きとなる。sospiri（ため
息）という言葉を休符で切っているが！11）言葉の印象がうすれるというよりむ
しろこの一行の緊張感をたかめている。ジェズアルドの，異常なほどの細部
へのこだわりをうかがわせる。il　volO（飛ぶ）という言葉につけられた上
行の旋律は，当時よく用いられたeye－musicを想起させる。d’aspiri　mar－
tiri（つらい苦しみ）の部分の気取った思わせぶりな和音の変化，更にcanger6，
lieto，in　amoroso　canto（陽気に，愛の歌に変えられますように）は，三拍
子に変り，半音階的和声進行と軽快な動きがひとつになって，酒落れたフレ
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一ズのくり返しとなる。全体が静から動へ動から静へとめまぐるしく変化し
ながら，密度の濃い作品となっている。
第四曲Dolcissima　mia　vitaも，第三曲同様，緊張感のみなぎる美しい曲で
ある。foco（火）ardo（もやす）の部分はやはりeye．musicの手法を想起さ
せるが，credeteforsechel’belfocoondラardoSiaperfinirperchetorcete
’l　guardo（眼差しをそらすとすぐにも，私を燃やす炎が消えると思うのだ
ろうか〉まで，対位法による洗練された一節がつづく。最後の言葉morire
（死ぬ）を執拗なまでにくり返しているが！12〉次々と重ねられて行く音の響き
の陰影に富んだ美しさは，ジェズアルドならではのものである。
　ジェズアルドのマドリガーレでは，ivo（生きる）とmorire，morte（死ぬ，
死）という言葉が対照的に取扱われる。　（生きる）には軽快な対位法進行を，
（死ぬ）には静かな半音階的和声進行が用いられる。その対比が極端で，曲
全体のバランスを失う程になる場合が多い。その例はこの曲集でも随所にみ
られるのである。
第十五曲Tu　m’ucidi，o　crudele（お前は私を殺す）の中間部は，旋律がさ
まよいながらからみ合う。歌詩の内容のはげしさにくらべて，曲にはどこか
倦怠感が漂い，詩と音楽が噛み合っていないような気がする。gridando（叫
ぶ）は，前後とは不釣り合いなほど「叫んで」いる。この様に，詩に託して
心情を吐露するということはなく，どこか心を閉ざしたま・の態度が感ぜら
れるのも，ジュズアルドの作品全体の特色といえるであろう。彼は，マレン
ツイオのように詩を大切に扱わなかった。詩は，彼にとって楽想を呼びさま
すきっかけに過ぎなかった。詩旬を短かく切り，そのひとつひとつにあわせ
てモティーフを作り，ある所では，同じ言葉を執拗にくり返す。詩本来の姿
をくずし，曲全体の調和を危くする行き方が，ジェズアルドの作風である。
異常なまでの細心さと，つき放したような大胆さが同居しているのである。
ジェズァルドは，詩人タツソー（Torquato　Tasso1544－1595）と親交を
結びながら，有名詩人の作品を歌詞としてあまりとり上げなかった。晩年に
なるほどその傾向が強く，第五巻では，最後の“T’amo，mia　vita”la　mia　ca一
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ra　vita　（「愛してます。いとしい方」と私のいとしい命である人は言って
くれる）一曲だけで，これはグワリー二（Giavannpattista　Guarini1538－
1612）の詩に依る美しいマドリガーレである。あまり極端な動きがなく，お・
だやかな作品になっている。
　以上のべて来たように，ジェズアルドは，第五巻のマドリガーレ曲集で彼
独自の音の世界を創り出している。洗練された人工的な美しさ，気取り，全
体の構成を無視した細部へのこだわり。静と動，明と暗の対立からうまれる
息づまるような緊張感，以上が第五巻の曲集にみとめられる特色と言えるで
あろう。そして，それ等はマニエリスム芸術の特色そのものである。なかで
も，全体に漂う不気味な雰囲気と異様な緊張感とは，きく者にマニエリスム
の音楽家としての彼の姿を強く印象づけること1であろう。
様式の変化をもたらしたもの
　ジェズアルドのマドリガーレ集のうち，第一巻から第四巻までは1594年か
ら1596年までの短かい期間にフェラーラで出版された。マレンツイオの影響
を受けて，詩の内容を大切にし，半音階進行もあまり極端な傾向を示してい
ない。マレンツイオやモンテヴェルディの様に，すべての技法を全体の調和
の中に包みこむ行き方をとっていたようである。しかし，15年後に出版され
た第五・第六巻では，ジェズアルドは，すでに学んだ技法の中から気に入っ
たものだけを選び，自らのセンスをいかして，それ等を極限まで究めて行っ
た。フェラーラ滞在を境としたこの変化には三つの原因が考えられる。
a）フェラーラの環境（E
フェラーラは，ルネッサンス以来音楽の都として栄えていた。ジョスカン・
デ・プレ（Josquin　d6s　Pres　1440－1521），ヴィラールト（Adrian
Willart1490－1562〉をはじめとして，フランドルやイタリァの音楽家達は
ほとんどすべてフ・エラーラに足跡を残している。領主エステ家の人々は，ル
ネッサンス以来の伝統と富を誇り，芸術家のよきパトロンの役目を果して来
た。ジェズァルドの訪れた頃，宮廷楽長はルッツァスキであった。彼はロー
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レの弟子で，師から半音階進行の技法を受けついでいた。ルツツァスキから
直接影響を受けるばかりでなく，様々な伝統の出会うフェラーラでの生活は，
ジェズアルドの感性に大きな刺激を与えたことであろう。
b）アルキチェンバロ（Archicemballo）との出会い（1の
ジェズァルドは，エステ家の楽器コレクションの中に，ヴイチェンティーノ
（Nicola　Vicentino1576）の考案したアルキチェンバロを発見して，強く
興昧をひかれた。ヴィチェンティーノはヴイラールトの弟子で，作曲家，音
楽理論家としてすぐれた人物であった。ギリシャ旋法に関する研究で著書を
残しているが，ギリシヤ時代の半音や四分音の必要性をとなえて，アルキチ
エンバロを作った。彼は，ルツツアスキの前任者でフェラーラの宮廷にその
楽器を残したのであろう。一オクターヴに31の鍵盤をもつこの楽器は，演奏
がむづかしく，普及せずに消えてしまったが，ルツツスキもジェズアルドも
たくみに演奏したと言われている。新しい音の響きに出会ったジェズァルド
は，それを自らの作品の世界にとり入れようと試みたのであろう。
c）スキャンダルと結婚
ジェズアルドが最初の妻を殺したのが1590年，イザベラと再婚したのが1594
年である。短い年月の間に人生の両極点をかけぬけたことは，感性豊かなジ
ェズアルドにとってどれほど重大な出来事であったか，想像に難くない。人
人の批判を予想しながら，自ら好む技法を執拗に極端なまでに押し進めて行
った自虐的な態度の中に，ジェズアルドが自らの慰めを見出そうとしたと考
えれば，彼の生涯の悲劇こそが，様式の変化をもたらした最大の理由とも考
えられるのである。
　彼の音楽は，ミケランジェロからエル・グレコに至るマニエリスム芸術の
音への結晶である。彼自身も文学芸術の広い分野に知識を持って当時の芸術
家達の作品に接し，時代の空気をさらに濃縮して，音の世界に移して行った
と考えられるのである。
　フィレンツェのカメラータによるオペラ創作からモノデイ株式がうまれ，
モンテヴェルディはその様式をとり入れて1607年にオペラ「オルフェオ」を
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発表した。人々が複雑なポリフォニー音楽にあきはじめた頃であったが，ジ
ェズアルドはモノディにもオペラにも関心を示さず，ポリフォニーの世界に
とどまったま・世を去った。彼の亡くなった頃，ナポリにはすでにバロック
文化の波が押しよせていた。
むすび
　たまたま手にした一冊の本（下谷和幸著　マニエリスム芸術の世界）のお
かげで，二十数年ぶりにジェズアルドの作品を思い出すことになった。マニ
エリスムの画家達について書かれていることは，そのま・ジェズァルドの作
品の印象と重なって，しまいには，マドリガーレを聴きながら本を読んでい
るような気分になってしまった。そして，本を読み終ってから久しぶりに聴
いたマドリガーレは，以前とはくらべものにならないほど新鮮な響きに満ち
ていた。時代の推移と，私自身の人生の推移と，二つの時代の流れの中であ
たらしく生れ変ったようなジェズアルドの作品をもう一度とり上げてみたい
という思いにかられて，今回，このテーマを選んだのである。
　すでに多くのすぐれた研究がなされた分野にわけ入って，自らの非力を嘆
くばかりであったが，ジェズアルドの生きた時代と現代との間に共通点を見
つけて興味をそ・られることが多かった。頽廃と混乱の中で，マニエリスト
達は果敢に様式の探究をくり返していた。一部が悪趣味に走ったり，いわゆ
るマンネリズムにおち入ったとしても，彼等の努力は尊いものであったと悟
った時，今日私達をとりまく世紀末的な文化現象の中にも，新しい様式への
様々な前向きの努力がかくされているのかもしれないと思うようになった。
ジェズアルドについての知識と共に，この点でも大きな収獲を得たと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり
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